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human liner cortical magnification factorに従って脳内に分布した。反応の主要な 3成分についての
視覚野における局在の検討では、 3成分ともV1領域内に活動中心が存在することが推定された。本研究
は、過去の報告に比べ精度の高さ、被検者数の多さから、十分に高い信頼性を保持していると考えられ、
mVEFの手法の有益性を示すものである O またmVEFの各成分の信号源が全て視覚野の入り口であるV1
領域に存在していたことは、従来考えられていたよりも高次の処理機能をV1領域が担っている可能性を
示唆しているO
以上の研究結果は、大脳視覚野の生理学的検討および視路疾患に対する臨床応用への可能性をmVEF
が十分に持っていることを証明したものであり、博士(医学)の学位を授与するに値すると判定された。
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